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● ひろしまビジョンとの関わり 

ひろしまビジョンは、がんなどの疾病の早期発見を取

り組みの 1つとしている。がん細胞は転移の最初のステ

ップとして基底膜を通過する細胞浸潤を行う。基底膜は

がん細胞の浸潤に対する物理的障壁として作用するが、

浸潤時における基底膜の構成タンパク質の局在・構造変

化は殆ど不明である。モデル生物を用いて基底膜の機能

解析を行うことで、がんの早期発見に繋がる知見を得る

ことが目的である。 

● 研究概要Ⅰ 

基底膜は細胞外マトリックスの一つであり、進化的に

ほぼ完全に保存されているタンパク質群から構成され

るシート状のタンパク質複合体で、皮膚の恒常性維持に

必須な役割を担っている。例えば、基底膜を構成するタ

ンパク質の遺伝子変異によって表皮水痘症が引き起こ

され、また紫外線は基底膜の損傷を引き起こして、シワ

やタルミといった肌老化の一因となる。私達の研究室で

は、モデル生物である線虫 C. elegans を用いて基底膜の

構築原理とその機能維持を目指した研究を行っている。 

○ 研究課題 1. 基底膜の損傷を保護する生物資源の探索 

 紫外線による皮膚の損傷、すなわち光老化は皮膚が恒常

的に紫外線暴露されたときに観察される現象である。これま

でに、C. elegansの可視化基底膜を用いた紫外線暴露実験

により、特定の基底膜タンパク質が損傷する事を見出してい

る。この実験モデルを用いて、紫外線による基底膜の損傷を

抑制する生物資源物質のスクリーニングを行い、基底膜の

保護に有用な食品等を明らかにする。 

○ 研究課題 2. タンパク質のフォールディングに関わる新

規遺伝子の同定 

 これまでに基底膜タンパク質をマーカに用いた解析により

小胞体でのタンパク質フォールディングに関わる新規酵素を

同定している。他にも小胞体でフォールディングに関わる新

規遺伝子を同定しており、その解析を進める。 

● 研究概要Ⅱ 

 連携協力を検討している方々へ 

基底膜の機能は、健康な皮膚を維持するために重要で

ある。私達は独自の実験モデルを用いて紫外線による特

定の基底膜タンパク質の損傷を見出している（未発表）。

この実験モデルを用いて、紫外線暴露時に基底膜の機能

を維持する生物資源の探索、また基底膜タンパク質(IV 

型コラーゲン、ラミニン等)の代謝に着目して食品等の薬

効成分を探索する研究も行いたいと考えている。 
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